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様式第３号（第１０条関係）  

会 議 録 

会議の名称 白岡市介護保険等運営協議会第 8回会議 

開 催 日 平成 29 年 12 月 14 日（木） 

開催時間 午後 1時 15 分 から 午後 2時 まで 

開催場所 白岡市役所 4階 会議室 403 

会長の氏名 浅井 嘉一 

出席者（出席委員）

の氏名・出席者数 

北村 秀和  伊藤 昌美  山崎 文博  久野 和雅  川島 勉 

西田 隆   関根 芳郎  浅井 嘉一  長谷川 博  齋藤 恵生 

淺野 悦子 

11 人 

欠席者（欠席委員）

の氏名・欠席者数 

木下 健輔  中村 由美子 

2 人 

説明員の職・氏名 
高齢介護課介護保険管理担当主査 島村 哲也 

高齢介護課介護保険管理担当主事 松本 拓也 

事務局職員 

の職・氏名 

健康福祉部長 八木橋 昌美 

高齢介護課 課長 黒須 靖之 

高齢介護課 主幹 齋藤 三彦 

高齢介護課地域支援担当主査 吉田  宏 

高齢介護課介護認定給付担当主査 小林 哲郎 

高齢介護課介護保険管理担当主査 島村 哲也 

高齢介護課介護保険管理担当主事 松本 拓也 

その他 

会議出席者 

の職・氏名 

株式会社ぎょうせい 亀井恵美子 

株式会社ぎょうせい 青柳 由衣 

会議次第 

1 開会 

2 あいさつ 

3 議題・報告事項 

(1) 白岡市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業計画(案)について 
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(2) 第 7期介護保険料基準額(案)について 

(3) その他 

4 閉会 

配布資料 

・白岡市介護保険等運営協議会第 8回会議次第 

・白岡市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業計画(案) 

・第 7期白岡市介護保険料基準額案(平成 30年度から平成 32 年度) 

・白岡市介護保険料基準額(月額)の比較(第 1期から第 7期) 

・今後の予定 
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議   事   の   経   過 

発 言 者 議  題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

課 長 

 

 

会 長 

 

課 長 

 

会 長 

(議 長) 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

Ａ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

開会に当たり、会議出席者に謝意を述べ、開会を宣す。続いて、会長にあいさ

つを願う。 

 

 あいさつを行う。 

 

 会長が議長となり議事を進めるよう願う。 

 

 議事を進行する旨宣する。 

 

 (1)白岡市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業計画(案)について 

 

 続いて、本日の議題・報告事項の「(1)白岡市高齢者福祉計画・第 7 期介護保

険事業計画(案)について」の件を議題とすることを告げ、事務局に説明を求める。 

 

 資料の白岡市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業計画(案)に基づき説明を行

う。 

 

 質疑がないか、委員に諮る。 

 

 第 10 章のサービス給付費の見込みについて、内訳が非常に細かく設定されて

いるが、少々分かりづらいように感じる。内訳項目をまとめる等した方がよいの

ではないか。 

 

 サービスの名称については、専門用語のため一般の方には分かりにくくなって

いる。そこで次回の会議までに、用語集や本編で解説を加えるなど検討しながら、

市民の方にとって分かりやすい計画にしたい。 

 項目については、算定した項目が明確でなくなってしまうため、まとめずに、

このままとしたい。 
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Ｂ委員 

 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局 

 

 

課 長 

 

 

 

 

 

議 長  

 

 

事務局  

 

 

 

議 長  

 

Ｄ委員  

 

事務局  

 

 

 

 様々なサービスがあるということを、一般市民はなかなか理解できていないの

で、そういった用語の説明があると分かりやすい。 

 

市民にも分かりやすくするために、例えば「ショートステイ」は「泊まり」、「通

所」は「通う」と表記するなど、言い換えを行うと良いと思う。 

 

Ｃ委員のご発言も参考にさせていただき、市民の方に分かりやすいような表現

を検討したい。 

 

介護保険制度自体に専門用語が多く、一般の方には分かりにくいかと思うの

で、用語集を作成して解説をする。次回までに作成をして、追加で載せたほうが

良い用語があればご提案いただきたい。 

 

(2) 第 7 期介護保険料基準額(案)について 

 

次に、「(2) 第 7期介護保険料基準額(案)について」の件を議題とすることを

告げ、事務局に説明を求める。 

 

資料の「第 7期白岡市介護保険料基準額案(平成 30 年度から平成 32年度)」及

び「白岡市介護保険料基準額(月額)の比較(第 1期から第 7期)」に基づき説明を

行う。 

 

質疑がないか、委員に諮る。 

 

中間の区分に対象者の数が偏ってしまうのではないか。  

 

Ｄ委員がおっしゃったように、基準額の第 4・5 段階に数が集まって

いる。ただ、白岡市の特徴として、第 17 段階についても一定数いる。 
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議 長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

議 長  

 

Ｅ委員  

 

議 長  

 

Ｅ委員  

 

 

事務局  

 

 

Ｅ委員  

 

 

Ｆ委員  

 

 

Ｇ委員  

 

(3)その他 

 

次に、「(3)その他」の件を報告事項とすることを告げ、事務局に説

明を求める。 

 

 

次回の運営協議会の日時と今後の予定及び報酬等の支払いについて

説明を行う。 

市長への答申の方法について委員に諮る。 

 

事務局の説明に対して質疑を諮る。 

 

答申の方法については、会長と副会長にお願いをしたい。 

 

市長への答申は、会長及び副会長から行うことで採決する。 

 

 今日配布いただいた資料は、老人クラブの会合などでＰＲしてもよ

いか。 

 

是非ＰＲしていただきたい。パブリックコメントで市民の意見を公

募するので、ご意見があればご提案いただきたい。 

 

老人クラブは介護予防に貢献している。連合会としても、介護に対

しての活動に力を入れていきたい。 

 

老後予防のためには、老人会等の活動を積極的に進めるのが重要だ

と感じる。 

 

民生委員の調査が昨日で終了した。新白岡では高齢者が非常に増え

たという印象がある。担当地区の民生委員が 2 人に増えて助かった。 
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Ｈ委員  

 

 

Ｉ委員  

 

 

 

議 長  

 

 

 

Ｅ委員  

 

 

Ｈ委員  

 

 

議 長  

 

 

部 長  

 

 

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

独居で自転車等にも乗れない人が多いように感じる。そういった人

がコミュニティに参加できるような方法を考える必要がある。 

 

転倒でけがをして自由に動けなくなってしまった知人がいる。近所

の方が助けていたが、息子にあまり家に入ってほしくないと言われて

しまった。温度差があってどう解決すべきか難しい。 

 

考え方の違いで温度差もあると思う。親切が大きなお世話となって

しまう場合もある。近所に住む人の心構えをどのように持つべきか難

しい。 

 

独居の人は、家から一歩外に出るために勇気がいる。どうしたら外

に出てきてもらえるか悩んでいるところ。 

 

西区には、そういった集まる場所がない。年に数回集まる機会があ

っても、自分で移動できる人でないと参加できない。 

 

保険の適用になるかならないか、その微妙なところが難しい。八木

橋部長にもご意見を伺いたい。 

 

何が正解かというのはないかと思う。ただ社会が変化する中で、地

域のコミュニティでできることから進めていくことが重要なのではな

いか。介護保険というと、暗いようなイメージで話が進みがちだが、

前向きに考えていきたい。 

 

買い物に行けない人をどうするかという問題に対して、うちの法人

でできるのは、送迎車を土曜日に買い物バスとして提供することだと

考えた。菁我地区に土曜日の午前午後 1 往復ずつ送迎バスを出す。う

ちの法人だけでなく、近隣の法人にも協力いただければ、バスを出せ
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議 長  

 

 

Ａ委員  

 

 

 

 

 

 

部 長  

 

 

 

議 長  

 

 

 

 

課 長  

 

Ｉ委員  

 

る日も増えて、買い物以外に病院や市役所などにも送迎ができるよう

になる。また、施設の駐車場を、野菜売り場や朝のラジオ体操の場所

として提供する。そうすれば、高齢者が外に出る機会を増やすことが

できる。こういったことを、4 月からスタートできるように進めている。

しかし、うちの法人だけではできることが限られるので、他の法人に

も積極的に参加してもらい、とりまとめを市役所にお願いをしたい。 

 

Ｈ委員が心配をしていた、交通手段がないことやコミュニティへの

参加が解消されるような計画だと思う。 

 

地域活性化という点では、企画政策課で慶應大学藤沢キャンパスの

先生や学生と協力したまちづくりをしている。居場所づくりをしよう

という話がでているが、老人と若い人がコミュニケーションをとれる

場所をつくりたい。図書館ができてアクセスがよければ、そこに来る

人は増える。来たい人を拾えるようにバスなどが増えると良いと思う。 

東北道を横断する橋はいつごろ完成するのか。 

 

事業計画の中で進めており、土地買収は進んでいる。予算と兼ね合

いをつけながら進めていく予定。図書館が来年完成するので、図書館

へのアクセスも踏まえながら計画していきたい。 

 

昨日別の会議で、白岡市は災害も少なく、平坦な地で非常に住みや

すいという話がでた。そういった場所を生かしながら、今後さらに良

くしていくために、委員の皆さまのお力をお借りしていきたいと思う。 

議事全体終了の旨を述べ、委員の協力に対し謝し、議長を降りる。  

 

閉会に際し、Ｉ委員にあいさつを求める。  

 

母が来年 99 歳になる。98 歳になったときには白寿の祝いをした。先

日、母を一人で留守番をさせた際に、ずっと横になっていたために、
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課 長  

時間感覚がわからなくなり、夜中に外出するために着替えをし始めて

しまった。そういったこともあるが、元気で過ごしている。なるべく

一緒に長く過ごしたいと思う。  

今年もあとわずかですので、皆さまお身体に気をつけてお過ごしく

ださい。本日はありがとうございました。 

 

以上で、本日の議事全体終了を述べ、慎重会議を謝し、閉会を宣し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


